
 

 

 

 

 

 

 

 極点図から方位のプロファイル関数を求める 
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概要 

極点図から方位の定量を行う場合、ODF解析後にＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（体積分率）を求めが、 

この場合重要になるのが想定するプロファイル関数である。 

実際の測定データらプロファイル関数を想定してみます。 

更に、求めたプロファイル関数からｃｕｂｅ方位の極点図を作成し、体積分率を求めます。 

 

測定データ、リガクＵｌｔｉｍａＩＶ ゴニオ半径２８５，ＤＳ＝１／２ｇ ＳＳ，ＲＳ＝７ｍｍ 

サンプリング １ｄｅｇ 

 

 

手法 

 ｛１１１｝極点図用いる 

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎにて最大極密度を極点図の中心に移動 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅにて、ＦＷＨＭを算出 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐにて上記ＦＷＨＭでｃｕｂｅ（１００％）極点図計算 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅにて、回転データと計算極点図を比較 

 Ｇｒａｔｉｏ（Ｇ／Ｌ）を変えて最適なプロファイル関数（ＧａｕｓｓとＬｏｒｅｎｔｚ比率）の算出 

 ｃｕｂｅ１００％の極点図からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算する 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛１１１｝極点図の回転（ＴＤ軸回転） 

 

回転極点図の拡大 

  

 

 

 

 

 



ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅにて、ＦＷＨＭを算出 

 

 

 

 ＦＷＨＭ＝８．５９が計算される。 

 



ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐにて上記ＦＷＨＭ（８．５９）のｃｕｂｅ極点図計算 

 

 

 ＦＷＨＭ＝８．５９ｄｅｇのＧａｕｓｓ関数ｃｕｂｅ｛１００｝極点図生成 

 



ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅにて、回転データと計算極点図を比較 

 

 

 ほぼ一致するが、Ｇｒａｔｉｏを変えてＦｉｔｔｉｎｇしてみます。 

 

 



Ｇｒａｔｉｏ＝０．９ 

 

 

Ｇｒａｔｉｏ＝０．８ 

 

 

 

 



Ｇｒａｔｉｏ＝０．７ 

 

 

Ｇｒａｔｉｏ＝０．６ 

 

 

 

 



Ｇｒａｔｉｏ＝０．５ 

 

 

Ｇｒａｔｉｏ＝０．４ 

 

 

 

 



Ｇｒａｔｉｏ＝０．３ 

 

 

Ｇｒａｔｉｏ＝０．２ 

 

 

 

 



Ｇｒａｔｉｏ＝０．１ 

 

 

Ｇｒａｔｉｏ＝０．０ 

 

 

 

 



結果 

 Ｇｒａｓｉｔｏ＝０．７のＦｉｔｔｉｎｇが良さそうに見えます。 

 以降、Ｇｒａｔｉｏ＝０．７のｃｕｂｅ極点図を作成し，ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを 

 計算します。 

 

 

 

ＦＷＨＭ＝０．７ 

 ０．７＊Ｇａｕｓｓ＋０．３＊Ｌｏｒｅｎｔｚの極点図を作成 

 Ｓｔｅｐ＝１．０ｄｅｇ 

 

 Ｍｉｎｉ＝０はｒａｎｄｏｍ成分が０％を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎ計算 

１ｄｅｇ，Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ計算 

Ｇａｕｓｓ関数 

 

Ｇａｕｓｓ＋Ｌｏｒｅｎｔｚ関数 

 

 どちらも、ｒａｎｄｏｍ＝６％で同一の結果 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、Ｇａｕｓｓ＋ＬｏｒｅｎｔｚでもＧａｕｓｓで計算可能 



測定ステップによる測定極点図（規格化の実行） 

１．０ｄｅｇ 

 

２．０ｄｅｇ 

 

２．５ｄｅｇ 

 

５ｄｅｇ 

 

 ほぼ同様の極点図が描画できています。 


